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関係省庁からの協議結果及び修正事項

省庁名 回 答 回答に対する考え方

経済産業省
中部経済
産業局長

当局としては原案どおりとして差し支えありませんが、協議対象となって
いる地域(河川整備計画整備箇所詳細図における整備箇所）において、
下記鉱業権が重複する可能性がありますので、御留意下さい。

記

・木曽川①②、長良川①②
鉱業権：三重県採掘権登録第360号、三重県採掘権登録第361号
・木曽川⑧、長良川⑧
鉱業権：岐阜県試掘権登録第12548号
・木曽川⑯
鉱業権：岐阜県採掘権登録第626号
・牧田川④
鉱業権：岐阜県試掘権登録第12532号、岐阜県試掘権登録第12612号
・揖斐川⑯
鉱業権：岐阜県採掘権登録第862号、岐阜県採掘権登録第1050号
・根尾川③
  鉱業権：岐阜県採掘権登録第1053号、岐阜県採掘権登録第1365号

事業の実施にあたって、左記鉱業権が重複する場合は、関
係機関等と調整を図りながら実施して参ります。

環境省 意見はございません －
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関係省庁からの協議結果及び修正事項

※現在、農政局内にて事務手続き中。

省庁名 回 答 回答に対する考え方
P2-8
正常流量の確保について具体的数値を目標としているが、「水利用の合理化」
以外に具体的措置の目標が記載されていないため、計画されている具体策を
記述することにより、総合的に正常流量の確保を実施していく旨がわかるよう
な記載にしてほしい。

ご指摘の内容を踏まえ、次のとおり修文します。
「木曽川では、木曽成戸地点において1/10規模の渇水時に
既設阿木川ダム及び味噌川ダムの不特定補給と合わせ
て、新丸山ダムにより40m3/s、異常渇水時〔平成6年(1994)
渇水相当〕にはさらに徳山ダム渇水対策容量の利用により
40m3/sの流量を確保するとともに、水利用の合理化を促進
し、維持流量の一部を回復する。
長良川では、忠節地点において1/10規模の渇水時に
20m3/s、異常渇水時〔平成6年(1994)渇水相当〕に11m3/s
の流量を徳山ダム渇水対策容量の利用により確保するとと
もに、水利用の合理化を促進し、維持流量の一部を回復す
る。
揖斐川では、万石地点において1/10規模の渇水時に
20m3/s、異常渇水時〔平成6年(1994)渇水相当〕に20m3/s
の流量を徳山ダムにより確保するとともに、水利用の合理
化を促進し、維持流量の一部を回復する。」

P3-23
水利用の合理化について、維持流量の一部を回復するために行うこととして
位置付けているが、本来水利用の合理化は適正な河川水の利用にリンクする
もので、例えば水利用の合理化を行った上で、新たな水需要（減水深の増や
営農形態（計画作付作物の変化による需要増など）の変化）に対応していくこ
ともあり得るべきである。
現在の表現における「水利用の合理化＝維持流量の回復」は、今後の水利用
を制限するものとなるので、この位置付け(表現)について見直しされたい。

維持流量の一部回復を目的に、既得水利権に新たな規制
もしくは義務を強化するものではなく、水利権の更新時に適
切な見直しが行われ、水利用の合理化が進むことにより、
結果として維持流量の一部が回復することを想定していま
す。
新丸山ダム建設、木曽川水系連絡導水路を整備するととも
に水利用の合理化を推進し、維持流量の一部を回復するも
のであり、「維持流量の一部回復」の表現が重複するため、
次のとおり項立の見直し、表現の修正を行うものとします。
・ 「(2)水利用の合理化」を「③水利用の合理化」に修正
・ 「これにより維持流量の一部を回復する」を削除

P3-23
「総取水量表示の水管理」については、過去の水利協議経緯における調整等
を踏まえ、木曽川の水利秩序を十分尊重するべきものであるため配慮した表
現とする必要がある。

御意見を踏まえ、「水利秩序に配慮しつつ」を追加表現し
ます。

農林水産省
東海農政局

○本文の修正について、以下のとおり事前協議を行った。
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その他修正事項

河川管理者による表現の適正化

理 由 修文内容

平成２０年３月１３日に「東海ネーデルランド高
潮・洪水地域協議会」が発足し、関係機関が確
定。

P3-21
※2：スーパー伊勢湾台風（中心気圧910hPaで木曽三川に最
大の被害をもたらすコースの台風）及び1/1000確率降雨によ
る洪水を想定した場合に想定される浸水想定区域に関係す
る国の地方支分部局、県、市町村及び指定公共機関等。含
まれる下記の市区町村、関係県及び関係指定公共機関等。

表現の適正化
P3-23
表-3.1.33の中の（最大4.7 /s）
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